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Ⅰ．2009年度「共生社会システム学会」大会開催のご案内 

 

2009 年度大会は、「環境共生社会創造のための教育・人づくり」を大会シンポジウムのテーマに掲

げ、８月１日（土）に茨城大学農学部において開催されます。会員皆様の奮ってのご参加をお待ちし

ております。大会のプログラム（予定）は以下のとおりです。 

 

大会実行委員長  中川 光弘（茨城大学） 

 

午前の部 
 
9:00 受付 開始 （講義棟 1 階） 

9:30～12:00 個別報告 （講義棟 101 室，102 室，103 室） 

 

12:00～13:00 理事会 （講義棟 104 室） 
 

午後の部 
 
13:00～14:00 総 会 （講義棟 100 番教室） 

 

14:00～17:30 2009 年度大会シンポジウム （講義棟 100 番教室） 

メインテーマ：「環境共生社会創造のための教育・人づくり」 

 

座 長：岩佐茂（一橋大学）、竹村牧男（東洋大学） 

 

第１報告：「持続発展教育の国際展開に向けた国連大学の取組み」武内和彦（国連大学副学長） 

 

第２報告：「持続可能な地域づくりに向けた環境教育の課題 

－農山漁村での取組みにふれつつ－」降旗信一（（社）日本ネイチャーゲーム協会理事長） 

 

第３報告：「大学における環境人材育成の取組み－茨城大学の試み－」中川光弘（茨城大学） 

 

総括コメント：朝岡幸彦（東京農工大学） 

 

総合討論 

 

閉  会 

 

18:00～20:00 懇親会 （大学生協こぶし会館食堂） 

 



 

 

共生社会システム学会 2009年度大会個別報告 プログラム 

 

会

場 
座長 時間 報告者 所属 報告タイトル 

Ａ 

 

 

101

室 

福
田
恵
（
東
京
農
工
大
） 

9:30～10:00 楠野晋一 
東京農工大学大学

院 連合農学研究科 

「地域環境再生のための教育」について
の一考察 

10:00～10:30 須賀貴子 
東京農工大学 大

学院連合農学研究科 

持続可能な地域づくりにおける非営
利・協同セクターの力量形成に関する一考
察―北海道  別海厚生企業組合「すずらん」

を事例として― 

10:30～11:00 聶 海松 
東京農工大学大学

院 連合農学研究科 

中国海南省における高齢者の生活と社

会保障―2008年調査から（The Elderly Peo

ple’s Living Conditions and Social Securi

ty in Hainan Province of China  －  One

 Study Based on the Survey in 2008） 

淵

野

雄

二

郎

（
東
京
農
工
大
） 

11:00～11:30 重村光輝 
國學院大学経済学

研究科博士課程後期 

地域特性を活かした地域振興と循環型

社会の課題 

11:30～12:00 崔 徳軍 上智大学大学院 

環境共生の視点と循環型地域社会の形
成に関する研究ー宮崎県綾町、山形県長井

市、福岡県大木町の事例を通してー 

Ｂ 

 

 

102

室 

野
見
山
敏
雄
（
東
京
農
工
大
） 

9:30～10:00 伊藤雅之 東北文化学園大学 
家庭の夕食における調理済み食品の利

用に関する一考察 

10:00～10:30 槇平 龍宏 
（財）農政調査委

員会 調査研究部 

「周辺地域」における就業構造と雇用創

出の課題 

10:30～11:00 
阿拉坦沙（アラ

タンシャ） 

東京農工大学 大

学院連合農学研究科 

中国の和諧社会実現における社会主義
新農村新牧畜区の構築 

－内モンゴル自治区牧畜地域の事例分
析― 

千
年
篤
（
東
京
農
工
大
学
） 

11:00～11:30 
Pandey, Pradyu

mna Raj 

United Graduate S

chool of Agriculture 

Science, Tokyo Univ

ersity of Agriculture 

and Technology, Ibar

aki University 

Nepalese Rice Production for Rural Live

lihood Improvement in Context of Climate

 Change 

11:30～12:00 

Hemprabha Pan

dey and Pradyum

na Raj Pandey 

United Graduate S

chool of Agriculture 

Science, Tokyo Univ

ersity of Agriculture 

and Technology 

Socio-Economic Development through Ru

ral Tourism in Nepal 

- Prospects and Challenges- 

Ｃ 

 

 

103

室 

上
柿
崇
英 

（
茨
城
大
学
） 

9:30～10:00 岡谷  大 
東京農工大学大学

院 連合農学研究科 

持続型社会へむけて、プロセス哲学のな
げかけるもの―A.N.ホワイトヘッドの共生

社会システム論－ 

10:00～10:30 大塚  昇 
東京農工大学大学

院 情報工学専攻 

携帯電話を用いた人脈ネットワーク形
成過程の分析 

尾
関
周
二 

（
東
京
農
工

大
） 

10:30～11:00 岩崎  茜 
一橋大学大学院 

社会学研究科 

アルド･レオポルドの自然環境思想形成
への影響 

―「人間の側」から自然と関わる意味― 

11:00～11:30 紺野茂樹 
法政大学現代法研

究所 客員研究員 

「文化-自然」二元論でも「自然-文化」

二元論でもなくーーケラーによる「ダイナ
ミックな自律性・客観性」の概念化を手掛

りにーー 

＊報告者の皆さんは、時間、場所を確認の上、遅れることのないよう気をつけて下さい。 

 

 



 

 

 

大会シンポジウムの趣旨： 

 

現在、私たちは地球温暖化に代表される地球環境問題やエネルギー・資源の枯渇化、生活の豊か

さや安全・安心の見直しなど様々な問題に直面しています。これらの諸問題を解決し、自然と人間

が共存する持続可能な社会を構築することが 21 世紀の課題となっています。 

この持続可能な社会を実現するためには、何よりもその社会の創造を担う若い人材の育成が大切

だと思います。本シンポジウムでは、このような環境人材をどのように育成していけばいいのか、

これまでの我が国の環境教育の経験や最近の国際的な持続可能開発教育（ESD）の取組みなどを参

考にしながら、その展開方向を探ってみることにします。 

 

 

 

Ⅱ．編集委員会の活動報告と投稿募集  

 

学会誌『共生社会システム研究』第３巻は、「地球温暖化と共生社会」をメインタイトルとして

2009 年 7 月の発刊を予定しております。大会に参加される会員の皆様へは、当日受付で配布する

予定です。 

第３巻は 2008 年度大会シンポジウム・パネリストによる報告論文３編、一般投稿論文 13 編、研

究ノート 1 編、書評 2 編で構成されております。 

 

 

『共生社会システム研究』第４号への投稿募集 

  

 第４巻の論文投稿の原稿を募集しています。今回の締め切り日は１０月３０日（金）（消印有効）

です。前回よりも１ヶ月早い締切日です。いつもあわただしく編集作業が続き、結局刊行ぎりぎり

までやらざるを得ない状況にあります。このことを勘案し多少の余裕をもって編集に臨めるように、

いつもより１ヶ月早い日程となりました。早めの投稿準備をお願いします。 

 また投稿にあたっては、「投稿規定」、「執筆要領」をきちんと読んで、規定通りの原稿を送付し

て下さい。規定に従っていない原稿は内容の如何を問わず、不備のある原稿として受け付けません。

「投稿規定」及び「執筆要領」の詳細については学会の暫定ホームページ（http://jaks.exblog.jp/）

内の「投稿規定」及び「執筆要領」をご参照ください。 

 

投稿についての質問・問い合わせは、下記、編集委員長 武田までお願いします。 

 

『共生社会システム研究』編集委員長・武田庄平  

      国立大学法人東京農工大学大学院・共生科学技術研究院・比較心理学 

      〒183-8509 東京都府中市幸町 3-5-8 

e-mail takeda@cc.tuat.ac.jp、TEL042-367-5588 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://jaks.exblog.jp/
mailto:takeda@cc.tuat.ac.jp


 

 

 
 

Ⅲ．運営委員会事務局だより  

 

○学会費納入のお願い 

 2009年度学会費の請求書を４月中旬にお送りいたしております。既に納入された方も多いかと存

じますが、まだ払われていない方は速やかにお支払いをお済ませ下さい。 

なお、会費の支払いに関するお問い合わせは、下記までお願いします。 

 

共生社会システム学会 事務代行 

農林統計出版株式会社（担当：稲村） 

〒101-0061 

東京都千代田区三崎町3-3-3 木下ビル4階 

TEL 03-3511-0058／FAX 03-3511-0059 

e-mail：inamura@afsp.jp 

 

 

○東京農工大学の会員から下記の情報が寄せられました。 

 

 

東京農工大学共生持続社会学専攻では、 6 月 22 日から女性研究者(助教)の公募を行っておりま

す。詳細は、下記アドレスをご参照下さい。 

 

URL：http://www.tuat.ac.jp/outline/kyouinkoubo/index.html 

  

募集のキーワードは、食料・農業経済学、消費経済学、フードシステム、リスク分析、農村活性化

です。お近くに心当たりの方がいらっしゃいましたらお声をかけていただくよう、よろしくお願い

申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共生社会システム学会 

 会長  小原秀雄（女子栄養大学） 

 副会長 尾関周二（東京農工大学） 

津谷好人（宇都宮大学） 

 運営委員会事務局 

 野見山敏雄（運営委員長） 

 高橋美貴（運営副委員長） 
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